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1. 目的

本特許解析の目的は、経営者、開発者、ベンチャーキャピタル、投資
家のために、最新テクノロジーに関する技術優位性を有する会社を抽出
することにある。
従前の解析は、 法律や言語が国ごとに異なることから、国ごとになされ

るのが一般的であった。
しかし、技術それ自体には国境はなく、複数国に跨った相対評価が望

まれていた。
そこで、本特許解析は、日本／米国／欧州／中国／韓国／国際事

務局(IB)に跨って横断的に相対比較をすることにより、最新テクノロジー
に関し、世界的な技術優位性を有する会社を見出すことを目的にする。
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２. 解析対象の技術

【XR画像処理とは】

XR画像処理とは、「VR」「AR」「MR」といった画像処理技術の
総称である。

VR（Virtual Reality）は、仮想現実と呼ばれる技術で、コン
ピューターグラフィックスなどによって仮想世界を作り出すものである。
利用者は、ヘッドマウントディスプレイや専用ゴーグルなどを装着し、
そこに映し出された映像を見るだけでなく自在に動き回り、まるで自
分が仮想空間内にいるような没入感を体験できる。
AR（Augmented Reality）は、現実世界の情報にコンピュー

ターで作り上げた画像や情報を重ね合わせるものであり、拡張現実
とも称される。
MR（Mixed Reality）は、現実の世界にデジタル映像があたか

も存在するかのように投影するものであり、複合現実とも称される。

本特許解析では、XR画像処理に関する特許を解析対象とする。

本特許解析では、XR画像処理に

関する特許を解析対象とする。
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３. 解析対象の
母集団

表1は、解析対象の母集団を決定

するための検索式を示している。

表1に示す通り、2008年1月1日

～2017年12月31日という期間に

おける日本／米国／欧州／中国

／韓国／国際事務局(IB) の仮想

現実画像に関する特許出願を解析

対象とした。

解析対象の母集団は、6,727件で

ある。

【表1】

解析対象国

データベース

解析公報種別

調査期間

S1 調査期間

S2 IPC or CPC

S3

キーワード(要約)

横断検索：

JP/US/EP/CN/KR/

WO

S4

キーワード(要約)

横断検索：

JP/US/EP/CN/KR/

WO

S5 6,727件

G06T イメージデータ処理または発生一般［６，８］

G06F 電気的デジタルデータ処理（特定の計算モデルに基づくコン

H04N 画像通信，例．テレビジョン［４］

G09G 静的手段を用いて可変情報を表示する表示装置の制御のため

G02B 光学要素，光学系，または光学装置（Ｇ０２Ｆが優先；照明

G03B 写真を撮影するためのまたは写真を投影もしくは直視するた

A63F カードゲーム，盤上ゲーム，ルーレットゲーム；小遊技動体

B41J タイプライタ；選択的プリンティング機構，すなわち版以外

G01B 長さ，厚さまたは同種の直線寸法の測定；角度の測定；面積

G01C 距離，水準または方位の測定；測量；航行；ジャイロ計器；

S1 and S2 and S3 and S4

日本(JP), 米国(US), 欧州(EP), 中国(CN), 韓国(KR), 国際事務局(IB)

Patentfield (https://www.patentfield.com/)

特許、実用新案

 [特許出願日]2008/01/01 ∼ [特許出願日] 2017/12/31

 [特許出願日]2008/01/01 ∼ [特許出願日] 2017/12/31

仮想現実 拡張現実 複合現実 //OR演算

画 像 イメージ //OR演算
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４. 特許出願国

解析チャート1は、国単位の特許出

願数を示している。

【わかること】

解析チャート1によれば、仮想現実

画像に関する特許は、中国(CN)と

米国(US)の2国で全体の80%弱

を占めていることがわかる。

【解析チャート1】
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５. 特許出願年

解析チャート2は、国単位の特許出

願年における特許出願数の推移を

示している。

【わかること】

解析チャート2によれば、近年におい

て各国の特許出願が増えていること

がわかる。

特に、中国の特許出願が急増して

いることがわかる。

【解析チャート2】
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６. 量的特許価値

解析チャート3は、自社が保有する特許価値の累

計に関し、上位10社を示している。

ここでの累計値を量的特許価値と称する。

特許価値は、技術優位性を示す指標であり、以

下のパラメータに基づいて算出されたものである。

■被引用件数 (DOCDB)

■実施許諾及びそれに類似する取引情報

(INPADOC)

■年金支払年数 (INPADOC)

■権利付与(INPADOC)

■請求項数 (付与)

■優先権主張数

■PCT出願

■パテントファミリー出願国数

【解析チャート3】
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７. 質的特許価値

解析チャート4は、自社の特許出願

1件あたりの特許価値の平均を示し

ている。

ここでの特許価値の平均値を質的

特許価値と称する。

【わかること】

解析チャート4に示す通り、解析

チャート3に示す順位とは異なること

がわかる。

すなわち、解析チャート4に示す上位

の企業は、特許の数よりもその質を

重視していると言える。

【解析チャート4】
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8.上位10社の強み・弱み

解析チャート5は、大きな特許価値

を有する上位10社に関し、各社の

技術的な強み・弱みを示している。

【わかること】

解析チャート5に示すように、注力し

ている技術分野が会社ごとに異なる

ことがわかる。

例えば、MAGIC LEAP社は、光学

系(G02B)に強みを有していることが

わかる。

例えばまた、SAMSUNG社は、無

線通信ネットワーク(H04W)に強み

を有していることがわかる。

【解析チャート5】

10/14



9. 世界横断特許NO.1
JP/US/CN/KR/WOにおいて最も特許価値を有

する特許は、QUALCOMM社(米国)の

「Anchoring virtual images to real world 

surfaces in augmented reality systems」で

ある。

【出願番号】 US201213434317A -

13434317 (2012-03-29)

【特許番号】 US9384594 - 09384594 

(2016-07-05)

【権利者履歴】

QUALCOMM INCORPORATED, CALIFORNIA 

(2012-03-30)

【名称】 Anchoring virtual images to real world surfaces in augmented 

reality systems

【要約】 A head mounted device provides an immersive virtual or 

augmented reality experience for viewing data and enabling 

collaboration among multiple users. Rendering images in a virtual or 

augmented reality system may include capturing an image and spatial 

data with a body mounted camera and sensor array, receiving an input 

indicating a first anchor surface, calculating parameters with respect to 

the body mounted camera and displaying a virtual object such that the 

virtual object appears anchored to the selected first anchor surface.
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10. 最終分析
解析チャート6は、各社が保有する

特許の量的特許価値と質的特許

価値を同時に示したものである。

【わかること】

解析チャート6に示す通り、量的特

許価値が小さい会社であっても、大

きな質的特許価値を有する会社が

存在することがわかる。

【解析チャート6】
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11. 総括

本特許解析によれば、仮想現実画像に係る特許に関し、日本／米国／欧州／
中国／韓国／国際事務局(IB)を横断した技術競争優位性を有する企業として、
MAGIC LEAP社(米国)、SAMSUNG社(韓国)、MICROSOFT社(米国)、
QUALCOMM社(米国)、LG社(韓国)などが挙げられる。

しかしながら、各企業の保有する特許の量的特許価値及び質的特許価値を相対
比較すると、群雄割拠の状況と見受けられる。
すなわち、仮想現実画像の市場における企業間競争は、当面は激しい状況が続く

と予想される。
この点には、経営者、開発者、ベンチャーキャピタル、投資家が着目すべき点と思料

する。

以上
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12. 本解析の問い合わせ先

株式会社知財コーポレーション
調査・情報提供グループ
喜多 教知 (kita@chizai.jp)
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